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11/30・韓国朴大統領、任期待たず辞任 国政介入疑惑 時期「国会に従う」 

    混迷長期化へ 経済低迷拍車も 景気浮揚策、見通し立たず 

 

12/01・OPEC８年ぶり減産合意（石油輸出国機構総会、30日ウィーン）＜１＞＜２＞ 

    非加盟国の協力条件 原油相場回復を優先 NY原油反発49ドル台 円下落、一時114円 

    減産実行、トランプ氏が影 シェール増産が協調の足かせ 

  ・インド7％成長保つ（7-9月7.3％増） ６四半期連続7％台成長 

  ・ブラジルは2.9％減 10四半期連続マイナス 投資低調、消費も鈍く  

 

12/02・米企業の国外移転に警告 トランプ氏、高関税示唆 「NAFTAは災害」 

  ・米次期財務長官にゴールドマン・サックス出身ムニューチン氏 

    金融規制改革法を緩和 大型減税も導入 

 

12/03・米失業率9年ぶり低水準4.6％ 雇用増11月17.8万人 月内利上げ強まる＜３＞ 

  ・カジノ法案衆院委可決 議論生煮え 審議わずか6時間 

    合法性、経済効果、ギャンブル依存 各党折り合わず 米娯楽大手が関心 

  ・トランプ氏、台湾蔡総統と電話協議 79年の米台断交後初 中国けん制 

 

12/04・日ロ外相会談（モスクワ3日）領土問題で平行線 ロシア「簡単ではない」 

    「共同経済活動」が焦点に 主権問題（課税、労働関連法、犯罪対応など）がハードル 

  ・朴大統領退陣求め最大規模の集会（主催者発表170万人） 野党が弾劾案提出 

 

12/05・米金利急上昇、邦銀に逆風 期待先行のトランプ相場余波 

    ドル調達費用拡大 リーマン以降で最高水準 国内マイナス金利とともに収益環境厳しく 

  ・イタリア首相辞意 国民投票で改憲否決 EU結束維持の瀬戸際 ＜４＞ 

    反移民勢力に勢い 欧州情勢の不安定化懸念 

    ユーロ下落、一時１€ ＝1.0505ドル 1年9カ月ぶり安値 

  ・オーストリア大統領選 リベラル系が極右を破る 

    予想超す票差 有権者、国際的評価失墜を恐れ反移民極右当選を阻む 

  ・トランプ氏ツイッターで中国を批判（4日） 南シナ海問題や為替操作 

    米国外移転企業に「35％課税」警告 

  ・まとめ記事（キュレーションサイト）削除広がる DeNAに続きリクルートなど 

    記事の誤りや著作権侵害の疑いも 

 

12/06・安倍首相、真珠湾慰霊へ 26日からオバマ大統領と 現職首相で初 

  ・今年のテレビ出荷台数 中国、初の首位へ 韓国上回ると中国社見通し ＜５＞ 

    中国は前年比12.5％増で世界シェア33.9％に 韓国は1.2ポイント減の31.3％に    

 



 


